　＜被ばく医療コース＞　生体情報科学領域　
生体情報放射線科学分野での履修例

１．対象学生
診療放射線技師の資格を有し，保健医療施設に勤務している現職者
２．目標進路
現職場で診療に従事しながら研究を目指すと共に，被ばく医療受け入れにおける現場スタッフとしても業務に従事でき，かつ他のスタッフに対して指導的役割を担える人材を目標としている。
３．修士論文テーマ：
『緊急被ばく医療において期待される診療放射線技師の役割：原子力施設を対象とした意識調査』
４．履修科目

	区分
	授　業　科　目
	1年次
	2年次
	合計
	備考

	共通科目
	放射線防護総論
	2
	６
	
	２
	８
	4科目
8単位

	
	被ばく医療総論
	2
	
	
	
	
	

	
	被ばく医療演習
	2
	
	
	
	
	

	
	保健学研究セミナー
	2
	
	
	

	必修科目
	基礎生体情報放射線科学特論
	2
	４
	
	１０
	１４
	修士論文

	
	生体情報放射線科学特別演習
	2
	
	
	
	
	

	
	生体情報放射線科学特別研究
	
	
	10
	
	
	

	選択科目
	放射線治療技術学特論
	2 
	６
	
	２
	８
	4科目
8単位以上を選択

	
	放射線安全管理学特論
	2
	
	
	
	
	

	
	腫瘍細胞学特論
	2
	
	
	
	
	

	
	放射線影響学特論
	
	
	2
	
	
	

	計
	１６
	１４
	３０
	


５．履修内容の説明

現職者を対象とし，将来も保健医療機関で診療放射線技師として従事し，職場で指導的役割を果たすことを目標と
している学生が選択する履修例を示している。
修士論文では『緊急被ばく医療において期待される診療放射線技師の役割：原子力施設を対象とした意識調査』という課題で研究を行う。
そのためには，保健学共通科目の必修科目　保健学研究セミナー2単位を履修するほかに，放射線防護総論，被ばく医療総論，被ばく医療演習の3科目6単位，計8単位を履修し，被ばく医療に関する知識や他職種との連携を学んだ上で，所属分野の必修科目である，基礎生体情報放射線科学特論2単位，生体情報放射線科学特別演習2単位，生体情報放射線科学特別研究10単位，計14単位を履修する。さらに関連する科目として，放射線治療技術学特論2単位，放射線安全管理学特論2単位，腫瘍細胞学2単位，放射線影響学特論2単位，計8単位を履修し，総計30単位を履修する。

履修例２








